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ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ利用ｺｰﾅｰを設置中ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ利用ｺｰﾅｰを設置中

　蕨ケーブルビジョン㈱の

協力により、当所 1階エン

トランスにＣＡＴＶインター

ネット利用コーナーを設置

しております。会員の皆様

はもとより、市民の皆様の

どなたでもご自由に、お気

軽にご利用下さい。

●利用時間 

  午前８時３０分～午後５時

蕨ケーブルビジョン株式会社

  TEL 048-444-3333    E ｰ mail wink@catvwink.co.jp

・ 非会員は３割増し、土・日・祭日の会員利用は２割増

し、土・日・祭日の非会員利用は６割増し、宴席での

使用は５割増しとなります。

・音響、映像設備使用時は別途料金がかかります。

（単位 :円）

蕨商工会館ご利用案内

会議室名
定　員

（人）

午     前

 （9:00 ～ 12:00）

午     後

 （13:00 ～ 17:00）

夜     間

 （17:00 ～ 21:45）

２階会議室 ５２       ３，９６０       ７，９２０       ９，２４０

     全室

３階ホールＡ室

Ｂ室

１３０    

９０

    ４０

      ５，６１０

      ３，３００

      ２，３１０

   １０，８９０

      ５，９４０

      ４，９５０

   １７，４９０

   １１，２２０

      ６，２７０

お気軽にご連絡下さい。

蕨商工会議所ホームページ登録の案内

お問い合わせ：蕨商工会議所
TEL 048-432-2655  
FAX 048-444-1785
URL http://www.warabicci.org

  蕨商工会議所では会員企業に限って企業紹介
ページを無料にて作成し、当所ホームページにて
ご紹介します。
  ホームページをお持ちの方、お持ちでない方に
関わらず、是非ご登録ください。

蕨 商 工 会 議 所

専門個別相談          

　　　◇税務相談    ◇労務相談

　　　◇法律相談    ◇ﾒﾝﾀﾙﾍﾙｽ対策

　　　◇金融診断    ◇ＰＣ相談 

　○相談料 6,000 円（但し蕨商工会議所会員企業は無  　

　　料です）相談は全て予約制ですので、お電話にて　　

　　ご予約下さい。 

　○会場は、蕨商工会議所または相談企業となります。

   蕨商工会議所

Tel ０４８－４３２－２６５５
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会 議 所 行 事 予 定

１ FRI ・�埼玉県中小企業診断協会「中小企業診断士の日　記念イベ
ント」

２ SAT

３ SUN ・第 41 回中仙道武州蕨宿�宿場まつり
・蕨市文化祭「第 7回双子織アート作品展」表彰式

４ MON

５ TUE

６ WED

７ THU

８ FRI ・埼玉県商工会議所・商工会職員研修会

９ SAT

10 SUN

11 MON ・秋期健康診断（蕨商工会館）

12 TUE ・秋期健康診断（塚越ｺﾆｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ）

・西川口税務署�令和 6年度納税表彰式

13 WED

14 THU ・埼玉県ワークショップ

15 FRI ・埼玉県商工会議所連合会第 3回専務理事会議

16 SAT

17 SUN ・2024 年度第 168 回簿記検定試験

18 MON ・現場目線による三代目後継者の DX への挑戦セミナー

19 TUE ・川口地区労働基準協会�令和 6年度永年勤続者表彰式

20 WED

21 THU ・�蕨市暴力排除推進協議会�第 34 回暴力追放・薬物乱用防止
埼玉県民大会

22 FRI ・埼玉県商工会議所連合会職員交流会
・西川口間税会理事会

23 SAT

24 SUN

25 MON ・2024 年度関東ブロック商工会議所中小企業相談所長会議

26 TUE

27 WED

28 THU ・埼玉県ワークショップ

29 FRI

30 SAT

No.619
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経営力強化月間� ・・・・・・・・・・４・５

令和７年度概算要求� ・・・・・・・・・・６

埼玉県商工会議所議員大会

ぐるぐる蕨�他� ・・・・・・・・・・・・７

コラム

「職場のかんたんメンタルヘルス」� ・・・・８

INFORMATION� ・・・・・・・・・・・・・９

Watch・青年部だより� ・・・・・・・・１０

牛窪会頭の企業探訪� ・・・・・・・・・１１

Interview「㈱テクノブレイン」� ・・・・１２

「闇よりも暗い時空を玄と云う」

老荘の思想。

時間を超越し天地万象の

根源となるもの。

書道家

金澤　翔子

「
玄
」
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当
商
工
会
議
所
で
は
、
毎
年
10
月
、
11
月
を
経
営
力
強
化
月
間

と
定
め
て
お
り
、
前
月
号
で
は
セ
ミ
ナ
ー
等
を
中
心
に
ご
紹
介
い

た
し
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
資
材
価
格
等
の
高
騰
や
最
低
賃
金

引
上
げ
に
伴
う
人
件
費
負
担
の
増
加
、
人
手
不
足
に
よ
る
生
産
性

の
低
下
等
、
中
小
小
規
模
事
業
者
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
が
生
じ

て
い
る
中
で
、
個
々
の
状
況
や
課
題
に
応
じ
た
個
社
支
援
の
一
部

に
つ
い
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

◎
価
格
転
嫁
対
策

　
事
業
者
の
大
き
な
仕
事
の
１

つ
で
あ
る
価
格
交
渉
は
日
々
の

企
業
間
取
引
に
お
い
て
避
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
物
価
高

が
続
く
な
か
で
、
価
格
転
嫁
は

売
上
増
加
や
収
益
力
改
善
を
図

る
た
め
の
重
要
な
こ
と
で
す

が
、
ど
の
よ
う
に
価
格
転
嫁
を

行
え
ば
よ
い
か
と
い
っ
た
相
談

も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
当
商
工
会
議
所
で
は
専
門
家

や
関
係
機
関
と
適
宜
連
携
し
、

価
格
転
嫁
に
取
組
む
会
員
事
業

所
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
埼
玉
県
が
無
料
で
提
供
し

て
い
る
「
価
格
交
渉
支
援
ツ
ー

ル
」
や
「
収
支
計
画
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
」
を
活
用
し
な
が
ら
、
取

引
先
と
価
格
交
渉
を
行
う
前
の

準
備
（
販
売
製
品
の
情
報
整
理

や
取
引
先
と
の
関
係
、
目
標
価

格
の
設
定
等
）
や
交
渉
の
進
め

方
（
依
頼
方
法
や
対
案
・
代
案

の
提
示
）
と
い
っ
た
実
務
的
な

支
援
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
価
格
転
嫁
を
行
う
際
、

顧
客
に
そ
の
価
値
を
理
解
し
て

も
ら
う
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
支
援
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
あ
ら
ゆ
る
規
模
・
業

種
の
企
業
や
個
人
事
業
者
が
宣

言
で
き
る
制
度
「
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
の
登
録
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
本
制
度
は
、

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
付

加
価
値
向
上
、
得
ら
れ
た
利
益

の
適
正
な
分
か
ち
合
い
に
よ

る
共
存
共
栄
な
ど
を
目
指
し
、

「
発
注
者
」
側
の
立
場
か
ら
、

企
業
の
代
表
者
名
で
、
適
正
な

取
引
に
努
め
る
こ
と
を
宣
言

す
る
も
の
で
す
。
当
商
工
会
議

所
で
は
、
こ
の
趣
旨
に
賛
同

　経営のお悩みは　商工会議所へ
　　　　　 成長を加速する　　支援メニューを提供！

し
、
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構

築
宣
言
」
を
行
う
事
業
所
の
登

録
サ
ポ
ー
ト
を
伴
走
型
で
行
っ

て
い
ま
す
。

◎
生
産
性
向
上

　
企
業
が
成
長
し
続
け
る
た
め

に
は
、
労
働
生
産
性
の
向
上
が

欠
か
せ
ま
せ
ん
。
労
働
生
産
性

と
は
、
従
業
員
一
人
当
た
り
が

ど
れ
だ
け
の
価
値
を
生
み
出
せ

る
か
を
示
す
指
標
で
す
。
こ
の

指
標
を
高
め
る
こ
と
は
、
競
争

力
の
強
化
や
利
益
向
上
に
つ
な

が
り
ま
す
。
当
商
工
会
議
所
で

は
、
生
産
性
向
上
に
資
す
る
取

組
み
に
つ
い
て
も
支
援
し
て
い

ま
す
。

○
業
務
効
率
化
を
図
る

　
日
常
業
務
の
無
駄
を
省
き
、

効
率
的
に
進
め
る
こ
と
が
生
産

性
向
上
の
第
一
歩
で
す
。
例
え

ば
、
定
型
的
業
務
は
自
動
化

ツ
ー
ル
を
活
用
し
、
時
間
と
手

間
を
削
減
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
近
年
は
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ

を
は
じ
め
と
す
る
生
成
Ａ
Ｉ
が

業
務
効
率
化
に
大
き
く
寄
与
し

て
い
ま
す
。

○
中
小
企
業
省
力
化
投
資
補
助

金
の
活
用

　
今
年
度
か
ら
中
小
企
業
省

力
化
投
資
補
助
事
業
（
カ
タ
ロ

グ
型
省
力
化
補
助
金
）
が
予
算

化
さ
れ
ま
し
た
。
本
事
業
は
、

IoT
や
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の
付
加

価
値
額
向
上
や
生
産
性
向
上

に
効
果
的
な
汎
用
製
品
を
あ

ら
か
じ
め
定
め
ら
れ
た
「
製
品

カ
タ
ロ
グ
」
か
ら
選
択
・
導
入

す
る
こ
と
で
、
中
小
企
業
等
の

付
加
価
値
や
生
産
性
の
向
上
、

さ
ら
に
は
賃
上
げ
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
補
助

金
で
す
。
自
社
の
課
題
・
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
製
品
を
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
、
導
入
す
る

製
品
の
販
売
事
業
者
が
申
請
・

手
続
き
を
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
補
助
率
及
び
補
助
上
限
額

　
本
事
業
に
お
け
る
補
助
率
及

び
補
助
上
限
額
は
、
左
上
の
表

の
と
お
り
で
す
。
た
だ
し
、
補

助
事
業
者
が
規
定
す
る
賃
上
げ

目
標
を
達
成
し
た
場
合
は
、
補

助
上
限
額
を
表
中
カ
ッ
コ
内
の

↑パートナーシップ
構築宣言ウェブサイト
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↑補助上限額と補助率

◎
経
営
革
新
計
画

　
計
画
的
な
経
営
は
競
争
力

を
高
め
、
持
続
的
な
成
長
を
も

た
ら
し
ま
す
。
埼
玉
県
で
は
経

営
力
の
向
上
を
目
指
し
て
「
新

事
業
活
動
」
を
取
入
れ
た
中
期

経
営
計
画
『
経
営
革
新
計
画
』

の
承
認
を
行
っ
て
お
り
、
当
商

工
会
議
所
に
お
い
て
計
画
策
定

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
新
事
業

活
動
と
は
次
の
よ
う
な
取
組
み

で
す
。

①
新
商
品
の
開
発

②
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
ま

た
は
提
供

③
商
品
の
新
た
な
生
産
ま
た
は

販
売
の
方
式
の
導
入

④
サ
ー
ビ
ス
の
新
た
な
提
供
の

方
式
の
導
入
そ
の
他
新
た
な
事

業
活
動

⑤
技
術
に
関
す
る
研
究
開
発
お

よ
び
そ
の
成
果
の
利
用

⑥
そ
の
他
の
新
た
な
事
業
活
動

　
計
画
作
成
過
程
で
当
商
工
会

議
所
経
営
指
導
員
や
専
門
家
か

ら
の
客
観
的
な
意
見
を
反
映
す

る
こ
と
で
、
計
画
内
容
の
充
実

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
計

画
策
定
を
通
し
て
、
現
状
の
課

題
や
今
後
の
目
標
が
明
確
に
な

る
な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
る

ほ
か
、
埼
玉
県
に
承
認
さ
れ
る

と
補
助
金
等
様
々
な
支
援
措
置

を
利
用
で
き
、
事
業
拡
大
、
業

績
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
昨

年
度
は
19
社
の
会
員
事
業
所
が

計
画
の
承
認
を
受
け
て
い
ま

す
。

◎
事
業
継
続
力
強
化
計
画

　
近
年
は
感
染
症
拡
大
や
激
甚

化
す
る
自
然
災
害
と
い
っ
た
外

部
要
因
に
よ
り
事
業
の
継
続
が

危
ぶ
ま
れ
る
状
況
が
発
生
し
や

す
く
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計

画
）
の
策
定
が
中
小
企
業
に
も

広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
中
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
第
一
歩
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
制
度
に

「
事
業
継
続
力
強
化
計
画
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
防
災
・
減

災
に
焦
点
を
あ
て
た
計
画
の
こ

と
で
、
経
済
産
業
大
臣
が
認
定

す
る
制
度
を
指
し
ま
す
。

　
当
商
工
会
議
所
は
、
専
門
家

や
埼
玉
県
産
業
振
興
公
社
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
適
宜
連
携
し
な

が
ら
、
事
業
継
続
力
強
化
計
画

の
策
定
を
行
う
事
業
所
を
個
社

支
援
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は

５
社
の
会
員
事
業
所
が
認
定
を

受
け
て
い
ま
す
。

◎
融
資
制
度

　
事
業
推
進
に
あ
た
り
、
様
々

な
場
面
で
支
払
い
が
発
生
し
、

さ
ら
に
物
価
高
に
よ
る
負
担
増

も
相
ま
っ
て
、
資
金
繰
り
に
苦

慮
す
る
事
業
者
は
多
く
、
事
業

資
金
が
枯
渇
す
る
ケ
ー
ス
も
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
当
商
工
会
議
所
で
は
、
「
埼

玉
県
制
度
融
資
」
や
「
小
規
模

事
業
者
経
営
改
善
資
金
（
マ
ル

経
資
金
）
」
と
い
っ
た
金
融
面

の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
揃
え

て
お
り
、
資
金
繰
り
の
安
定
だ

け
で
な
く
新
規
事
業
や
設
備
投

資
に
よ
る
業
績
拡
大
や
生
産
性

向
上
を
図
る
際
の
資
金
需
要
に

も
対
応
い
た
し
ま
す
。
融
資
活

用
の
ご
相
談
は
当
商
工
会
議
所

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

前
述
し
た
個
社
支
援
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
自
社
の
成
長
だ

け
で
な
く
、
従
業
員
に
と
っ
て

も
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

も
役
立
ち
ま
す
。
更
に
業
務
効

率
化
や
柔
軟
な
働
き
方
を
推
進

す
る
こ
と
で
生
産
性
を
高
め
、

強
い
競
争
力
を
持
つ
企
業
へ
成

長
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

↑中小企業省力化投資
　補助金ウェブサイト

額
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
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　経営のお悩みは　商工会議所へ
　　　　　 成長を加速する　　支援メニューを提供！

↑補助上限額と補助率

◎
経
営
革
新
計
画

　
計
画
的
な
経
営
は
競
争
力

を
高
め
、
持
続
的
な
成
長
を
も

た
ら
し
ま
す
。
埼
玉
県
で
は
経

営
力
の
向
上
を
目
指
し
て
「
新

事
業
活
動
」
を
取
入
れ
た
中
期

経
営
計
画
『
経
営
革
新
計
画
』

の
承
認
を
行
っ
て
お
り
、
当
商

工
会
議
所
に
お
い
て
計
画
策
定

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
新
事
業

活
動
と
は
次
の
よ
う
な
取
組
み

で
す
。

①
新
商
品
の
開
発

②
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
ま

た
は
提
供

③
商
品
の
新
た
な
生
産
ま
た
は

販
売
の
方
式
の
導
入

④
サ
ー
ビ
ス
の
新
た
な
提
供
の

方
式
の
導
入
そ
の
他
新
た
な
事

業
活
動

⑤
技
術
に
関
す
る
研
究
開
発
お

よ
び
そ
の
成
果
の
利
用

⑥
そ
の
他
の
新
た
な
事
業
活
動

　
計
画
作
成
過
程
で
当
商
工
会

議
所
経
営
指
導
員
や
専
門
家
か

ら
の
客
観
的
な
意
見
を
反
映
す

る
こ
と
で
、
計
画
内
容
の
充
実

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
計

画
策
定
を
通
し
て
、
現
状
の
課

題
や
今
後
の
目
標
が
明
確
に
な

る
な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
る

ほ
か
、
埼
玉
県
に
承
認
さ
れ
る

と
補
助
金
等
様
々
な
支
援
措
置

を
利
用
で
き
、
事
業
拡
大
、
業

績
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
昨

年
度
は
19
社
の
会
員
事
業
所
が

計
画
の
承
認
を
受
け
て
い
ま

す
。

◎
事
業
継
続
力
強
化
計
画

　
近
年
は
感
染
症
拡
大
や
激
甚

化
す
る
自
然
災
害
と
い
っ
た
外

部
要
因
に
よ
り
事
業
の
継
続
が

危
ぶ
ま
れ
る
状
況
が
発
生
し
や

す
く
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計

画
）
の
策
定
が
中
小
企
業
に
も

広
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う

な
中
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
第
一
歩
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
制
度
に

「
事
業
継
続
力
強
化
計
画
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
防
災
・
減

災
に
焦
点
を
あ
て
た
計
画
の
こ

と
で
、
経
済
産
業
大
臣
が
認
定

す
る
制
度
を
指
し
ま
す
。

　
当
商
工
会
議
所
は
、
専
門
家

や
埼
玉
県
産
業
振
興
公
社
の
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
適
宜
連
携
し
な

が
ら
、
事
業
継
続
力
強
化
計
画

の
策
定
を
行
う
事
業
所
を
個
社

支
援
し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は

５
社
の
会
員
事
業
所
が
認
定
を

受
け
て
い
ま
す
。

◎
融
資
制
度

　
事
業
推
進
に
あ
た
り
、
様
々

な
場
面
で
支
払
い
が
発
生
し
、

さ
ら
に
物
価
高
に
よ
る
負
担
増

も
相
ま
っ
て
、
資
金
繰
り
に
苦

慮
す
る
事
業
者
は
多
く
、
事
業

資
金
が
枯
渇
す
る
ケ
ー
ス
も
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
当
商
工
会
議
所
で
は
、
「
埼

玉
県
制
度
融
資
」
や
「
小
規
模

事
業
者
経
営
改
善
資
金
（
マ
ル

経
資
金
）
」
と
い
っ
た
金
融
面

の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
揃
え

て
お
り
、
資
金
繰
り
の
安
定
だ

け
で
な
く
新
規
事
業
や
設
備
投

資
に
よ
る
業
績
拡
大
や
生
産
性

向
上
を
図
る
際
の
資
金
需
要
に

も
対
応
い
た
し
ま
す
。
融
資
活

用
の
ご
相
談
は
当
商
工
会
議
所

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

前
述
し
た
個
社
支
援
を
活
用

す
る
こ
と
で
、
自
社
の
成
長
だ

け
で
な
く
、
従
業
員
に
と
っ
て

も
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

も
役
立
ち
ま
す
。
更
に
業
務
効

率
化
や
柔
軟
な
働
き
方
を
推
進

す
る
こ
と
で
生
産
性
を
高
め
、

強
い
競
争
力
を
持
つ
企
業
へ
成

長
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

↑中小企業省力化投資
　補助金ウェブサイト

額
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。
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○中小企業取引対策事業（３６億円）
 価格交渉促進月間や、下請Ｇメン等による取引実態の把握、下請法の厳正な執行、下請かけこみ

寺での相談対応等を実施します。

○日本政策金融公庫補給金（１５５億円）
 日本政策金融公庫からの融資における金利を引き下げるため、利子補給を実施します。

③小規模事業者支援、社会課題解決をはじめとした地域における取組への支援等 
○小規模事業対策推進等事業（６２億円）
 中小企業支援機関等を通じて行われる小規模事業者への巡回指導・窓口相談などを支援します。

○地方公共団体による小規模事業者支援推進事業（１６億円）
 地方公共団体と連携し、地域の実情を踏まえた小規模事業者の販路開拓・生産性向上に向けた取

組み（災害復旧を含む）を支援します。

○商店街等活性化支援事業【中小機構交付金 221 億円の内数】
 変革意欲のある商店街等による社会課題解決や地域の価値向上に向け、専門家による面的伴走支

援等を行います。

令和７年度中小企業対策関連予算概算要求

中小企業・小規模事業者関係の支援施策

①物価高、人手不足等の厳しい経営環境への対応  

  各府省庁から令和７年度予算の概算要求が出され、中小企業対策関連では物価高や人手不足等、

厳しい経営環境に直面する中小企業・小規模事業者等に対する価格転嫁対策や資金繰り支援、省力

化投資の支援等に万全を期すとともに構造的賃上げの実現に向けた環境整備が図られます。本号で

は項目ごとに支援施策の一部と要求額を掲載します。

 本概算要求は、予算案として内閣による閣議決定、国会へ提出された後、衆議院・参議院での審議

を経て成立となります。

○中小企業・小規模事業者ワンストップ総合支援事業（５７億円）
 各都道府県によろず支援拠点を整備するなど、中小企業・小規模事業者が抱える様々な経営課

題に対応するための体制を整備します。

○後継者支援ネットワーク事業（６．３億円）
 後継者同士の切磋琢磨できる場を創出し、既存の経営資源を活かした新規事業アイデアを競う

イベントを開催します。

④事業承継、再編等を通じた変革の推進                   

⑤経営支援、伴走支援の推進                   

○中小機構による海外展開支援（中小企業海外展開総合支援事業等）【中小機構交付金 221 億円の内数】
 新規に海外市場の獲得を目指す中小企業・小規模事業者等による輸出 ( 越境 EC を含むブランディ

ング・プロモーション等 ) を支援します。

○中小機構によるグリーントランスフォーメーション対応支援【中小機構交付金 221 億円の内数】
 中小機構への相談窓口の設置や支援機関の人材育成等によりカーボンニュートラルに向けた取組

を支援します。

②環境変化に挑戦する中小企業・小規模事業者等の成長支援  

7

永
年
勤
続
表
彰

当
所
か
ら
６
名
受
賞

～
第
60
回
埼
玉
県
商
工
会
議
所
議
員
大
会
～

地
域
経
済
活
性
化
・
地
域
創
生
に

向
け
国
・
県
へ
の
施
策
要
望
を
決
議

　
10
月
30
日
、
埼
玉
県
商
工
会
議
所
の
役
員
・
議
員
が
一
同
に
会
し

た
「
第
60
回
埼
玉
県
商
工
会
議
所
議
員
大
会
」
が
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大

宮
に
て
開
催
さ
れ
、
正
副
会
頭
、
町
田
委
員
長
、
齋
藤
専
務
理
事
等

が
出
席
し
ま
し
た
、
本
大
会
は
、
中
小
企
業
の
経
営
の
改
善
策
等
の

諸
問
題
に
つ
い
て
意
見
要
望
を
ま
と
め
、
関
係
方
面
に
強
く
訴
え
、

意
見
の
反
映
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
埼
玉
県
商
工
会
議
所

連
合
会
の
池
田
会
長
が
議
長
と

な
っ
て
議
事
が
進
め
ら
れ
、
総

務
・
地
域
振
興
委
員
会
、
商
業
・

観
光
振
興
委
員
会
、
工
業
・
技

術
振
興
委
員
会
の
各
委
員
会
か

ら
提
案
さ
れ
た
要
望
事
項
（
本

誌
８
月
号
及
び
10
月
号
掲
載
）

は
す
べ
て
承
認
さ
れ
、
関
係
当

局
へ
強
く
要
望
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
大
野
埼
玉
県
知
事
、
齊
藤
埼

玉
県
議
会
議
長
へ
の
訪
問
・
要

望
活
動
は
11
月
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

令
和
７
年
度
の

施
策
要
望
を
決
議

　
当
商
工
会
議
所
よ
り
左
記
の

役
員
・
議
員
６
名
が
、
永
年
に

渡
る
商
工
会
議
所
運
営
の
功
績

に
対
し
て
贈
ら
れ
る
永
年
勤
続

表
彰
を
受
賞
さ
れ
、
斉
藤
議
員

と
田
中
議
員
が
表
彰
式
に
出
席

さ
れ
ま
し
た
。

常
議
員
　
齋
藤
純
一
（
10
年
）

議
　
員
　
池
田
嘉
弘
（
10
年
）

議
　
員
　
小
泉
徹
洋
（
10
年
）

議
　
員
　
斉
藤
寿
美
子
（
10
年
）

議
　
員
　
髙
橋
　
泰
（
10
年
）

議
　
員
　
田
中
正
徳
（
10
年
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
。
カ
ッ
コ

内
の
年
数
は
通
算
勤
続
年
数
。

役
職
は
受
賞
日
現
在
の
役
職
）

　
労
働
保
険
は
労
災
保
険
と
雇

用
保
険
の
総
称
で
、
政
府
が
管

理
運
営
し
て
い
る
強
制
加
入
の

保
険
制
度
で
す
。

 
 

労
働
者
が
業
務
上
負
傷
し
た

場
合
、
労
働
者
が
失
業
し
た
場

合
等
に
必
要
な
保
険
給
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。
労
働
保
険
は
、

原
則
と
し
て
、
労
働
者
を
一
人

で
も
雇
用
し
て
い
れ
ば
、
加
入

手
続
き
を
行
い
、
労
働
保
険
料

を
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い

事
業
主
の
方
は
、
速
や
か
に
加

入
手
続
き
を
行
う
よ
う
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
な
お
、
手
続
指

導
及
び
加
入
勧
奨
に
よ
っ
て
も

自
主
的
な
加
入
手
続
を
行
わ
な

い
事
業
主
に
対
し
て
は
、
強
制

的
な
加
入
を
含
め
た
対
策
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
労
働

基
準
監
督
署
、
公
共
職
業
安
定

所
ま
た
は
、
埼
玉
労
働
局
労
働

保
険
徴
収
課
（
電
話
０
４
８-

６
０
０-

６
２
０
３
）
に
お
た

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進
強
化
期
間
」

商
工
会
議
所
労
働
保
険
事
務
組
合
の
ご
案
内

ぐ る ぐ る 蕨 Ｖ Ｏ Ｌ．44 発 行
　地域情報誌「ぐるぐる蕨」VOL．44 を

11 月 1 日に発行いたしました。

　紙面には全 12 店舗（事業所）が掲載さ

れ、各事業所の逸品や特徴あるサービス

を写真付きでご紹介しています。本誌は

広報わらびに折込まれ、全戸配布される

他、蕨駅や市内公共施設、大型店にも設

置されますので、ぜひご覧ください。

ず
ね
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
労
働
保
険
の
加
入
手

続
き
や
事
務
処
理
等
で
お
困
り

の
中
小
事
業
主
の
方
は
、
厚
生

労
働
大
臣
の
認
可
を
受
け
た

「
労
働
保
険
事
務
組
合
」
に
労

働
保
険
事
務
を
委
託
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
事
業
主
が
行
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
務
手
続

き
を
事
業
主
に
代
わ
り
処
理
す

る
団
体
で
、
当
商
工
会
議
所
内

に
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
制
度
の
内
容
、
組
合
へ
の
加

入
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
蕨
商

工
会
議
所
労
働
保
険
事
務
組
合

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

議
員

　篠
田 

邦
男 

氏

　

 

逝
去

　
当
商
工
会
議
所
議
員
の
篠

田
邦
男
氏
（
㈱
篠
田
製
作
所 

代
表
取
締
役
会
長
）
が
令
和

６
年
９
月
11
日
に
御
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。
篠
田
氏
は
平
成

10
年
11
月
に
商
工
会
議
所
議

員
に
就
任
、
商
工
会
議
所
の

運
営
に
尽
力
い
た
だ
き
、
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意

を
表
し
ま
す
。
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永
年
勤
続
表
彰

当
所
か
ら
６
名
受
賞

～
第
60
回
埼
玉
県
商
工
会
議
所
議
員
大
会
～

地
域
経
済
活
性
化
・
地
域
創
生
に

向
け
国
・
県
へ
の
施
策
要
望
を
決
議

　
10
月
30
日
、
埼
玉
県
商
工
会
議
所
の
役
員
・
議
員
が
一
同
に
会
し

た
「
第
60
回
埼
玉
県
商
工
会
議
所
議
員
大
会
」
が
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大

宮
に
て
開
催
さ
れ
、
正
副
会
頭
、
町
田
委
員
長
、
齋
藤
専
務
理
事
等

が
出
席
し
ま
し
た
、
本
大
会
は
、
中
小
企
業
の
経
営
の
改
善
策
等
の

諸
問
題
に
つ
い
て
意
見
要
望
を
ま
と
め
、
関
係
方
面
に
強
く
訴
え
、

意
見
の
反
映
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
埼
玉
県
商
工
会
議
所

連
合
会
の
池
田
会
長
が
議
長
と

な
っ
て
議
事
が
進
め
ら
れ
、
総

務
・
地
域
振
興
委
員
会
、
商
業
・

観
光
振
興
委
員
会
、
工
業
・
技

術
振
興
委
員
会
の
各
委
員
会
か

ら
提
案
さ
れ
た
要
望
事
項
（
本

誌
８
月
号
及
び
10
月
号
掲
載
）

は
す
べ
て
承
認
さ
れ
、
関
係
当

局
へ
強
く
要
望
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
大
野
埼
玉
県
知
事
、
齊
藤
埼

玉
県
議
会
議
長
へ
の
訪
問
・
要

望
活
動
は
11
月
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

令
和
７
年
度
の

施
策
要
望
を
決
議

　
当
商
工
会
議
所
よ
り
左
記
の

役
員
・
議
員
６
名
が
、
永
年
に

渡
る
商
工
会
議
所
運
営
の
功
績

に
対
し
て
贈
ら
れ
る
永
年
勤
続

表
彰
を
受
賞
さ
れ
、
斉
藤
議
員

と
田
中
議
員
が
表
彰
式
に
出
席

さ
れ
ま
し
た
。

常
議
員
　
齋
藤
純
一
（
10
年
）

議
　
員
　
池
田
嘉
弘
（
10
年
）

議
　
員
　
小
泉
徹
洋
（
10
年
）

議
　
員
　
斉
藤
寿
美
子
（
10
年
）

議
　
員
　
髙
橋
　
泰
（
10
年
）

議
　
員
　
田
中
正
徳
（
10
年
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
。
カ
ッ
コ

内
の
年
数
は
通
算
勤
続
年
数
。

役
職
は
受
賞
日
現
在
の
役
職
）

　
労
働
保
険
は
労
災
保
険
と
雇

用
保
険
の
総
称
で
、
政
府
が
管

理
運
営
し
て
い
る
強
制
加
入
の

保
険
制
度
で
す
。

 
 

労
働
者
が
業
務
上
負
傷
し
た

場
合
、
労
働
者
が
失
業
し
た
場

合
等
に
必
要
な
保
険
給
付
を

行
っ
て
い
ま
す
。
労
働
保
険
は
、

原
則
と
し
て
、
労
働
者
を
一
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で
も
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し
て
い
れ
ば
、
加
入

手
続
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を
行
い
、
労
働
保
険
料
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納
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な
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ま
せ
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加
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入
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続
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。
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お
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手
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導
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加
入
勧
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て
も

自
主
的
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加
入
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続
を
行
わ
な
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事
業
主
に
対
し
て
は
、
強
制

的
な
加
入
を
含
め
た
対
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を
実

施
し
て
い
ま
す
。
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は
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労
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署
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は
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労
働
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労
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保
険
徴
収
課
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電
話
０
４
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６
０
０-

６
２
０
３
）
に
お
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「
労
働
保
険
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促
進
強
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期
間
」

商
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会
議
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労
働
保
険
事
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組
合
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案
内

ぐ る ぐ る 蕨 Ｖ Ｏ Ｌ．44 発 行
　地域情報誌「ぐるぐる蕨」VOL．44 を
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だ
さ
い
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な
お
、
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働
保
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加
入
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続
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困
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労
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」
に
労

働
保
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事
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で
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。
事
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行
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な
け
れ
ば
な
ら
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事
務
手
続

き
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業
主
に
代
わ
り
処
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す

る
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で
、
当
商
工
会
議
所
内

に
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設
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れ
て
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ま
す
。

　
制
度
の
内
容
、
組
合
へ
の
加

入
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
蕨
商

工
会
議
所
労
働
保
険
事
務
組
合

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

議
員

　篠
田 

邦
男 

氏

　

 

逝
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田
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締
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長
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６
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９
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11
日
に
御
逝
去
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れ
ま
し
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。
篠
田
氏
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平
成

10
年
11
月
に
商
工
会
議
所
議

員
に
就
任
、
商
工
会
議
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の

運
営
に
尽
力
い
た
だ
き
、
多

大
な
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献
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さ
れ
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し
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。

　
こ
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哀
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意
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し
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。
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ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
な
ら
な
い
よ

う
に
と
言
動
に
は
気
を
付
け
て
い

る
と
い
う
人
も
、
無
意
識
の
う
ち

に
行
為
者
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
思
わ
ず
使
っ
て
し
ま

い
が
ち
な
Ｎ
Ｇ
ワ
ー
ド
を
、
今
回

は
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
Ｎ
Ｇ
ワ
ー
ド
１
：
「
と
り
あ
え

ず
見
て
い
れ
ば
い
い
か
ら
」
「
や
り

な
が
ら
覚
え
て
」

　
部
下
に
対
し
て
、
思
い
や
り
の
つ

も
り
で
使
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
ま

た
、「
仕
事
は
見
て
、
真
似
（
ま
ね
）

て
身
に
付
け
て
い
く
も
の
」
と
い
っ

た
信
条
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
部
下

と
の
す
れ
違
い
を
生
み
や
す
い
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
実
際
「
今
は
見

て
い
れ
ば
い
い
か
ら
」
と
、
あ
え

「
何
で
も
相
談
し
て
」
と
言
っ
て
お
き

な
が
ら
、
実
際
に
相
談
さ
れ
る
と
「
今

は
忙
し
い
か
ら
後
に
し
て
」
と
軽
く
あ

し
ら
っ
た
り
、
「
そ
れ
く
ら
い
の
こ
と

は
自
分
で
考
え
て
」
と
突
き
放
し
た
り

す
る
。
こ
れ
ら
は
、
相
手
を
振
り
回
す

こ
と
で
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行

う
「
モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
モ
ラ
ハ

ラ
）
」
に
抵
触
す
る
行
為
に
も
な
り
得

ま
す
。
指
導
的
立
場
に
あ
る
人
は
、
自

分
が
ダ
ブ
ル
バ
イ
ン
ド
で
部
下
と
関

わ
っ
て
い
な
い
か
を
意
識
し
て
く
だ
さ

い
。

■
Ｎ
Ｇ
ワ
ー
ド
３
：
「
な
ぜ
こ
う
な
っ

た
の
？
」

　
使
う
タ
イ
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
「
な

ぜ
？
」
は
、
「
デ
ン
ジ
ャ
ラ
ス
・
ク
エ

ス
チ
ョ
ン
」
と
い
わ
れ
る
〝
相
手
を
追

い
詰
め
る
言
葉
〟
に
な
り
ま
す
。
例
え

ば
、
不
測
の
事
態
が
起
こ
っ
た
と
き
の

「
な
ぜ
？
」
が
そ
う
で
す
。
計
画
通
り

に
い
か
な
い
ト
ラ
ブ
ル
が
〝
不
測
の
事

態
〟
で
す
。
従
っ
て
、
「
な
ぜ
？
」
と

問
わ
れ
て
も
即
座
に
答
え
よ
う
が
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
つ

て
部
下
に
指
示
を
出
さ
ず
に
い
た
上
司

が
、
新
入
社
員
か
ら
「
何
も
教
え
て
も

ら
え
ず
、
や
る
こ
と
も
な
く
精
神
的
な

居
場
所
も
な
く
て
、
と
て
も
苦
痛
だ
っ

た
」
と
指
導
怠
慢
で
訴
え
ら
れ
た
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
新
人
指
導
を
行
う
場

合
は
、
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
で
具
体
的

に
少
し
ず
つ
業
務
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え

て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

■
Ｎ
Ｇ
ワ
ー
ド
２
：
「
何
で
も
相
談
し

て
」
「
そ
の
く
ら
い
自
分
で
考
え
て
」

　
部
下
の
信
頼
を
一
気
に
下
げ
て
し
ま

う
「
ダ
ブ
ル
バ
イ
ン
ド
（
二
重
拘
束
）
」

に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。
ダ
ブ
ル
バ
イ

ン
ド
と
は
、
二
つ
の
矛
盾
し
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
同
時
に
伝
え
て
し
ま
う
こ
と

で
す
。
相
手
は
混
乱
し
て
心
理
的
な
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
ま
す
。
例
え
ば
部
下
に
、

い
口
を
突
い
て
出
て
し
ま
う
〝
上
司

の
な
ぜ
〟
。
こ
れ
は
部
下
を
不
快
な

思
い
に
さ
せ
る
ば
か
り
で
な
く
、
反

発
心
を
刺
激
し
ま
す
。
「
な
ぜ
？
」

の
多
い
上
司
は
「
問
題
解
決
思
考
」

と
い
え
ま
す
が
、「
追
及
」「
脅
迫
」「
叱

責
（
し
っ
せ
き
）
」
と
解
釈
さ
れ
る

危
険
性
も
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
原

因
究
明
が
必
要
な
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
こ
で
部
下
を
追
い
詰
め
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

日
本
メ
ン
タ
ル
ア
ッ
プ
支
援
機
構

�

代
表
理
事

　大
野

　萌
子

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
な
り
や
す
い
Ｎ
Ｇ
ワ
ー
ド
」
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LOBO調査

 

９月の調査結果

 業況ＤＩは、改善を示すも、消費
の弱さで力強さ欠く。先行きは、内需
の伸び悩み懸念から、慎重な見方
　全産業合計の業況 D I は、▲ 14.1（前月

比＋ 1.3 ポイント）。製造業は、生産回復が

続く自動車関係や需要が堅調な電子機器関

係を中心に、改善した。卸売業は、電子機

器関係や残暑に伴う夏物商材の堅調な需要

に下支えされ、改善した。また、建設業は、

引き続き堅調に推移する公共工事が全体を

けん引し、改善した。一方、小売業・サー

ビス業は、インバウンド・国内観光需要は

堅調なものの、消費者の節約志向の継続が

全体を下押しし、ほぼ横ばいで推移した。

原材料や電気代、輸送費の高騰等が続く中、

依然として価格転嫁は追い付いていない。

また、人手不足や賃上げ原資の確保等の課

題も山積している。個人消費は実質賃金の

プラス転換など明るい兆しが見られるもの

の、物価高による弱さが残り、中小企業の

お知らせ

★令和６年度地球温暖化対策設備等設置費補

助制度

　蕨市では、第３次環境基本計画に基づき、

再エネ・省エネの加速化に向けて本補助事業

を拡充しています。事業所用で「太陽光発電

システム」、「定置用リチウムイオン蓄電池」

を設置する際、蕨市から補助を受けることが

できます。詳細はホームページをご確認くだ

さい。

【補助金額】

・太陽光発電システム　上限 30 万円

３万円にシステムを構成する太陽電池の公称

最大出力を乗じて得た額（kW 表示、切捨て）

・定置用リチウムイオン蓄電池　上限 15 万円

３万円に蓄電池容量をを乗じて得た額（kW

表示、切捨て）　

【申請受付期間】　※先着順
令和７年２月５日 ( 水 ) まで

※申請額が予算額に達した場合、申請受付は

終了となります。

【申請先・お問合せ】
蕨市 市民生活部 安全安心課 生活環境係

住所：蕨市北町５- １３- ２３

電話：０４８- ４４３- ３７０６

蕨市役所から
お知らせ

マル経資金
金利 1.35％金融情報

　小規模事業者経営改善資金（マル経）のご利用

を希望される方は２期分の決算書をお持ちのうえ、

蕨商工会議所までお越し下さい。

◆貸付対象
○従業員が２０人以下（商業・サービス業では５人   

  以下）

○蕨市内で１年以上営業しており、蕨商工会議所の

　経営指導を６ヶ月以上受けられている事業者

◆貸付限度額　２，０００万円

◆貸付期間
  運転資金７年以内　設備資金１０年以内

◆貸付利率
  年 1.35%（10 月 31 日現在）

業況は力強さを欠いている。

　先行き見通し D I は、▲ 13.4（今月比＋

0.7 ポイント）

　原材料や輸送費等のコスト増が続く経営

環境の中、最低賃金の引き上げや深刻な人

手不足、価格転嫁の遅れなど、企業経営の

足かせは多い。また、長引く物価高に伴う

個人消費の低迷を懸念する声が引き続き聞

かれている。

　電気・ガス代の補助等に伴うコスト減や、

新内閣の下での新たな経済対策への期待感

もうかがえるが、先行きは内需の伸び悩み

が懸念され、慎重な見方となっている。
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を設置する際、蕨市から補助を受けることが

できます。詳細はホームページをご確認くだ

さい。

【補助金額】

・太陽光発電システム　上限 30 万円

３万円にシステムを構成する太陽電池の公称

最大出力を乗じて得た額（kW 表示、切捨て）
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終了となります。

【申請先・お問合せ】
蕨市 市民生活部 安全安心課 生活環境係

住所：蕨市北町５- １３- ２３

電話：０４８- ４４３- ３７０６

蕨市役所から
お知らせ

マル経資金
金利 1.35％金融情報

　小規模事業者経営改善資金（マル経）のご利用

を希望される方は２期分の決算書をお持ちのうえ、

蕨商工会議所までお越し下さい。

◆貸付対象
○従業員が２０人以下（商業・サービス業では５人   
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○蕨市内で１年以上営業しており、蕨商工会議所の

　経営指導を６ヶ月以上受けられている事業者

◆貸付限度額　２，０００万円

◆貸付期間
  運転資金７年以内　設備資金１０年以内

◆貸付利率
  年 1.35%（10 月 31 日現在）

業況は力強さを欠いている。

　先行き見通し D I は、▲ 13.4（今月比＋

0.7 ポイント）

　原材料や輸送費等のコスト増が続く経営
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新内閣の下での新たな経済対策への期待感

もうかがえるが、先行きは内需の伸び悩み

が懸念され、慎重な見方となっている。



　
当
青
年
部
で
は
、
９
月
28

日
（
土
）、
29
日
（
日
）
の

２
日
間
に
わ
た
り
、
蕨
市

民
公
園
に
お
い
て
、
肉
と

音
楽
を
テ
ー
マ
に
し
た
野

外
イ
ベ
ン
ト
「
第
７
回
わ
ら

ん
ち
ゅ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
２
４
」
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

当
日
は
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー

ジ
に
お
い
て
、
様
々
な
団
体

に
よ
る
ダ
ン
ス
が
行
わ
れ

た
他
、
豪
華
景
品
が
用
意
さ

れ
た
じ
ゃ
ん
け
ん
・
大
抽
選

会
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
青
年
部
メ
ン
バ
ー

を
中
心
に
多
く
の
飲
食

ブ
ー
ス
、
物
販
ブ
ー
ス
、
職

業
体
験
ブ
ー
ス
が
設
け
ら

れ
、
小
さ
な
お
子
様
か
ら
ご

年
配
の
方
ま
で
幅
広
い
年

齢
層
の
方
が
来
場
さ
れ
ま

し
た
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
開

催
に
あ
た
り
、
ご
協
力
な

ら
び
に
ご
支
援
い
た
だ
き

ま
し
た
事
業
所
、
関
係
機

関
な
ら
び
に
メ
ン
バ
ー
の

皆
様
に
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

 

蕨
商
工
会
議
所
青
年
部

　地
域
活
性
化
委
員
会

　

　委
員
長

　小
山

　大
輔

青
年
部

だ
よ
り
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 『南部地域・高校生就職面接会』

『ウェルビーイング超入門セミナー』

　10月 16日 (水 )に、当商工会館において「ウェ

ルビーイング超入門セミナー」を開催しました。

　当日はジャイロ総合コンサルティングの木村

正清氏を講師に迎え、健康経営の一環としての

ウェルビーイングの導入事例や現場で使えるノ

ウハウ等について説明が行われ、参加者は、真

剣に耳を傾けていました。

　10 月 18 日 ( 金 ) に、川口駅前市民ホール　フレ

ンディアにおいて、令和 7 年 3 月卒業予定　南部

地域・高校生就職面接会が開催されました。

　当日は、埼玉県南部地域の高校に通学している

就職希望の高校生が各企業ブースを訪問し、採用

担当者の話に熱心にきいていました。

～地元企業をＰＲ～ 

牛窪会頭の企業探訪
蕨の暮らし守る重要なインフラ企業！

安全とお身体に気をつけてこれからも尽力

していただきたい。

株式会社 KOIZU

代表取締役 ： 小泉 亘

住所 ： 蕨市北町２－１－８

電話 ： ０４８- ４４４- ８１８８

FAX ： ０４８- ４４４- ８２８２

◇
牛
窪
会
頭
訪
問
を
終
え
て

（
右
か
ら
）
小
泉
社
長
、
今
井
副
会
頭

　
　
　
　
　
　
　
牛
窪
会
頭
、
小
泉
専
務

※
社
員
の
方
に
も
撮
影
協
力
頂
き
ま
し
た

事務所スタッフの方々と 工事現場について説明を受ける

　
牛
窪
会
頭
の
企
業
探
訪
。
第

39
回
目
は
、
一
般
建
設
工
事
・

一
般
土
木
工
事
等
を
営
む
株
式

会
社
Ｋ
Ｏ
Ｉ
Ｚ
Ｕ
さ
ん
に
お
邪

魔
し
ま
し
た
。

　
同
社
は
小
泉
社
長
の
お
じ
い

様
が
昭
和
35
年
に
創
業
さ
れ
た

小
泉
建
設
株
式
会
社
が
前
身

で
、
平
成
15
年
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
蕨
市
が
管
理
・
発
注
す

る
土
木
建
設
工
事
を
多
く
施
工

し
て
い
る
他
、
蕨
市
上
下
水
道

指
定
工
事
店
で
も
あ
る
同
社
は

市
民
の
日
常
生
活
を
支
え
る
企

業
の
１
社
で
す
。
蕨
市
と
災
害

発
生
時
の
対
応
協
定
書
を
締
結

さ
れ
て
い
て
、
３
６
５
日
い
つ

で
も
緊
急
要
請
が
あ
れ
ば
、
現

場
に
急
行
し
対
応
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
学
生
時
代
ラ
ガ
ー
マ
ン
だ
っ

た
小
泉
社
長
は
、
市
内
の
サ
ッ

カ
ー
少
年
団
の
団
長
や
、
蕨

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
会
長
を

務
め
る
な
ど
、
地
域
活
動
に
も

熱
心
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
日
常
的
に
市
内
各
所
で
工
事

さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
拝
見
し

て
い
る
が
、
今
回
の
企
業
探
訪

で
蕨
の
「
ま
ち
」
と
「
ひ
と
」

に
と
っ
て
、
身
近
な
存
在
で
あ

る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。
「
現

場
で
作
業
す
る
社
員
を
大
切
に

す
る
」
と
い
う
お
考
え
を
持
つ

小
泉
社
長
の
誠
実
で
謙
虚
な
人

柄
が
と
て
も
印
象
的
で
、
堅
実

な
お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
と
拝

察
す
る
。
い
つ
発
生
す
る
か
わ

か
ら
な
い
災
害
時
に
緊
急
対
応

で
き
る
よ
う
全
社
で
備
え
る
同

社
の
準
備
す
る
力
は
蕨
市
民
の

安
全
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
今
回
、
宅
地
造
成
工
事
の
現

場
を
見
学
し
た
が
、
社
員
の
方

が
緊
張
感
を
持
っ
て
キ
ビ
キ
ビ

と
作
業
さ
れ
る
姿
は
か
っ
こ
い

い
の
一
言
に
尽
き
る
。
ま
た
、

社
長
の
ご
子
息
が
現
場
の
社
員

の
方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
り
な
が
ら
、
安
全
に
工
事

を
進
め
て
い
る
姿
に
蕨
市
の
明

る
い
未
来
を
想
像
し
た
。
社
員

の
ス
キ
ル
向
上
を
図
る
た
め
、

１
級
土
木
施
工
管
理
技
師
を
は

じ
め
と
す
る
資
格
取
得
に
補
助

を
出
す
な
ど
、
人
材
育
成
に
も

積
極
的
に
取
組
ま
れ
る
こ
と
は

素
晴
ら
し
い
。

　
蕨
市
約
７
万
５
千
人
の
生
活

を
支
え
る
縁
の
下
の
力
持
ち
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
の
ご
活
躍
を

見
守
り
た
い
。

宅地造成工事の現場見学

今井副会頭 「近年は猛暑なので、 夏は特に体調に気をつけて工事を進めてほしい」

事務所外観
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蕨商工会議所ニュース Epoch 令和 6年 11 月 1 日 ( 毎月 1回 1日発行 ) 通巻第 619 号   

住所 ： 蕨市中央３- ５- ７

（移転先事務所）

電話 ： 048-494-2172

　　　 　0120-689-869

営業時間 ： 24 時間受付

　　　（深夜 ・ 早朝作業対応可）

　
今
回
は
、
蕨
駅
西
口
に
あ
る

㈱
テ
ク
ノ
ブ
レ
イ
ン
統
括
マ

ネ
ー
ジ
ャ
太
田
知
也
さ
ん
に

お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
主
な

業
務
内
容
は
、
パ
ソ
コ
ン
な

ど
Ｏ
Ａ
機
器
の
修
理 

設
定 

販

売
、
デ
ー
タ
復
旧
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ

イ
ト
や
動
画
の
制
作
、
Ｇ
о
о

ｇ
ｌ
ｅ
の
Ｍ
Ｅ
Ｏ
対
策
な
ど
多

岐
に
渡
り
、
お
客
様
の
あ
ら
ゆ

る
ニ
ー
ズ
に
対
応
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
太
田
さ
ん
は
、
学
校
卒
業

後
Ｎ
Ｅ
Ｃ
の
特
約
店
で
営
業

を
し
な
が
ら
独
学
で
パ
ソ
コ

ン
の
知
識
や
技
術
を
磨
い
た

そ
う
で
す
。
現
場
で
多
く
の

経
験
を
積
み
、
２
０
１
５
年

８
月
、
前
社
長
と
塚
越
に
同

社
を
設
立
。
当
初
か
ら
現
場

の
責
任
者
と
し
て
会
社
を
支

え
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

今
年
７
月
に
は
、
中
央
に
事

務
所
を
移
し
、
心
機
一
転
！

広
々
と
し
た
明
る
い
事
務
所

で
リ
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　
自
社
の
強
み
は
、
迅
速
な

対
応
と
優
秀
な
人
材
に
あ
る

と
話
す
太
田
さ
ん
。
お
客
様

か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
迅
速

に
対
応
で
き
る
よ
う
24
時
間

体
制
で
あ
る
こ
と
や
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
長
け

た
従
業
員
が
、
単
に
故
障
を

修
理
す
る
だ
け
で
な
く
、
Ｉ

Ｔ
環
境
の
最
適
化
に
関
す
る

ア
ド
バ
イ
ス
や
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
・
運
用
管
理
の
ご

提
案
な
ど
、
幅
広
い
知
識
を

活
か
し
企
業
が
効
率
的
に
業

務
を
行
え
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

で
き
る
と
こ
ろ
に
、
大
き
な

魅
力
を
感
じ
ま
し
た
。

　
最
後
に
今
後
の
抱
負
に
つ

い
て
お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
、

「
お
客
様
の
お
困
り
ご
と
に
真

摯
に
向
き
合
う
こ
と
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
大
好
き
な
蕨
で
知

名
度
を
高
め
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
が

㈱テクノブレイン
ホームページは

こちら↓

増
え
て
い
る
中
で
、
オ
フ
ィ

ス
だ
け
で
な
く
、
自
宅
で
も

効
果
的
に
仕
事
が
で
き
る
環

境
作
り
の
サ
ポ
ー
ト
も
強
化

し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て

下
さ
い
ま
し
た
。
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由
貴
子
）

【蕨商工会議所】　

℡ 048-432-2655　ＦＡＸ 048-444-1785

http://warabiguide.com/

蕨店舗ガイド 検索

インターネットで「蕨店舗ガイド」と検索

掲載無料！！

さらに安価な有料オプションでセー

ル情報等タイムリーな店舗情報が発

信できます。

詳しくは蕨商工会議所までお問合せ

下さい。

㈱テクノブレイン
代表取締役　大山　望
統括マネージャ　太田　知也
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